
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．水都大

2013 年 3

ところ活動期

から活動範囲

（１）設立

水都大阪事

で構成する

日から、水

実現に向けて

なお、この

2001 年 12

2007 年 5

2009 年 8～

2010 年 4

2012 年 12

（＊）

カウン

 2013 年 5

なお、下

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

阪パートナー

月に公募で

期間は 1 年

囲、活動内容

立の経緯：水

事業の基本方

「水と光のま

と光の魅力で

て、民間と行

の推進体制が

2月  内閣

月  「水

～10 月 「水

月     水

2 月    大

重点施策と

シルの設置、

月 7 日 第

下記は第 1回

ＵＩＩまち

まち・

     

ーズの概要 

で選ばれて活

です。この

容等をご紹介

水と光のまち

方針を一体的

まちづくり推

で世界の都市

行政のパー

が活動するま

閣官房都市再

都大阪 2009

水都大阪 200

都大阪推進委

阪都市魅力創

して「水と光

、大阪観光局

1回水と光

回 水と光の

づくりレター

・つくる通

水 都 大

  ～３

動開始した水

3 年間の成果

介します。

ちづくり推進

的に審議する

推進会議」が

市間競争に打

トナーシップ

までの主な歩

再生本部都市

9」実行委員

09」を開催、

委員会設立

創造戦略策定

光のまちづく

局の設立」

のまちづく

のまちづくり

ー 

通信 vol.

大 阪 パ ー

年間の活

一般

1 

水都大阪パー

果・課題等多

進会議設立と

る機関として

が発足し、20

打ち勝ち「水

プの活動がス

歩みは下記の

市再生プロジ

会設立 

水都大阪の

定（＊計画期

くり推進体制

り推進会議の

り推進会議で

.１８ 

ー ト ナ ー

活動とこれ

般社団法人

代表理事

ートナーズで

多々あります

と それ以前

て、 府・市

013年5月7日

水と光の首都

スタートしま

の通りです。

ジェクト認定

の改善をアピ

期間 H24～H2

制の構築、大

の開催 

での水都大阪

ー ズ の 取

れから～

人 水都大

事  高梨日

ですが、事業

すが、最終年

前の水都大阪

・経済界トッ

第1回会議が

都大阪」の

ました。 

 

 

ピール 

27） 

大阪アーツ

阪パートナー

取 組 み  

阪パートナ

日出夫 

業期間 4 年間

年次に向けて

阪の歩み 

ップ、有識者

が開催されま

ーズ提案パネ

平成 28 年

ナーズ 

水都

間として余す

て、設立経過

者（計6名）

ました。この

ルです。 

年 4月 25 日

大阪 2009

す

過

の



 

（２）一般

水と光のま

「水都大阪パ

３社の中か

ナーズ（設立

（水都大阪オ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主

我々水都大

佐堀、堂島川

（水都大阪

ョン等に取組

また、東横

水辺の空間が

この水の

の特性であ

用して歴史や

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年は

年、シンボル

ある「水の回

■

①⽔と光のま

②⽔都⼤阪

■⽔と光のま

（府市合同

 ①⽔都⼤阪

般社団法人 

まちづくり推

パートナーズ

ら、我々水都

立/2013 年 4

オーソリティ

な活動エリア

大阪パートナ

川、東横堀川

オーソリテ

組んでいます

横堀川、道頓

がより身近に

回廊は、江戸

り資産です。

や文化を楽し

は大坂夏の陣

ルイヤーです

回廊」を舞台

まちづくりの基本⽅

阪パートナーズの選

まちづくり⽀援本

組織）の役割 

阪パートナーズを

平成

水都大阪パ

推進会議 

ズ（執行機関

都大阪パー

4 月 26 日）

ィ）」が同時

ア：大阪の歴

ナーズの主な

川、道頓堀、

ィ）と共に、

す。  
頓堀には 2
に感じる事が

戸時代は浪花

。この世界で

しむ街歩き等

陣から 400 年

す。水と光の

台に、水都の

⽅針の策定 

選定、⽀援、評

部/⽔都⼤阪オ

を含む⺠間活動

成時代の水の回

パートナーズ

（決定機関）

関）」を組織

トナーズが最

の活動を支援

時に設置され

歴史的な資産

な活動エリア

木津川等）

、この水辺の

か所の水門

ができている

花八百八橋と

でも稀な都心

等、水辺の魅

年、道頓堀開

のまちづくり

の魅力を内外

価 

オーソリティ 

動を⽀援 

回廊 

2 

ズの設立、役

のもと、民

として、201

最優秀として

援するため、

れました。な

産であり特徴

アは、大阪市

」です。府市

の公共空間の

が設置されて

ることも特徴

と称された河

心を囲む水の

魅力を感じ楽

削 400 年等

り推進会議

外に広く伝え

⽅針提⽰

資⾦提供

事業評価

取組⽀援

役割、体制等

民主導の都市

13 年 2 月に募

て選ばれまし

、府市合同組

お、基本の仕

徴的な「水の

市の中心部を流

市合同組織で

の利活用の促

ており、防災

徴の一つです

河川・運河等

の回廊を活か

楽しむことが

等、大阪のまち

（構成：府市

えるべく「水都

■

①⽔辺の

（シン

②⾈運活

③⽔と光
ロモーショ

※ 現パ

江戸時代の水

等 

市魅力創造･ま

募集がされ、

した。一般社

組織「水と光

仕組みは下記

の回廊」 

流れる全長約

である水と光

促進、水辺拠

災、水質浄化

す。 
等の都市構造

かし、観光ク

ができます。

ちづくりがス

市+経済界）は

都大阪２０１

の観光拠点化 

ンボル拠点、⽔の

活性化 

光の⾸都⼤阪の
ョン 

ートナーズの取組

の回廊 （浪

まちづくりの

、その結果、

社団法人水都

光のまちづく

記の通りです

約 12 ㎞の「水

光のまちづく

拠点の創出や

化機能等を果

造を今に留め

クルーズ船や

 

スタートした

は、この大阪

１５」を開催

の回廊での賑わい

のブランドイメー

組期間 H25〜

浪花八百八橋）

の推進を担う

提案事業者

都大阪パート

くり支援本部

す。 

水の回廊（土

くり支援本部

やプロモーシ

果たしつつ、

め、水都大阪

や遊歩道を利

た記念となる

阪の資産でも

催しました。

 

い増進） 

ージ発信、プ

〜H28 

う

者

ト

部

土

部

シ

阪

利

る

も

 



 

3 つのプロ

コアイベン

水都大阪を楽

 

（４）水辺

以前はブル

水の回廊です

は遊歩道、夜

を利活用した

れました。ラ

創出されて

【主な水辺

例年川開

拠点等も誕生

①とんぼ

 ②西天満若

 ③堂島川右

 ④中之島

 ⑤本町橋船

 ⑥Taisho 

 ⑦木津川

 

 

 

 

 

 

 

 

２．水辺の賑

取組み等」 

【都市環境

①春：3 月

き」、さ

5 月～6

万人の方

②夏～秋

する「平

神祭」」

八軒家浜

グラム（Ino
トとして、様

楽しむことが

辺の魅力向上

ルーテントが

すが、2000 年

夜間照明やみ

た地先利用

ライトアップ

きました。 

辺の景観形成

きの会場とな

生してきまし

りリバーウォ

若松浜に中之

右岸（鉾流橋

GATE に新た

船着場完成 

ﾘﾊﾞｰﾋﾞﾚｯｼﾞ

（立売堀）の

賑わい創出と

 

境として四季

月末の川開き

くらの開花時

6 月の中之島

方々が楽しみ

：7 月には水

平成ＯＳＡＫ

等。この期

浜とＳＵＰ 

ochi フェス

様々な民間イ

ができました

上が進んだこ

が点在し、市

年前後から水

みどりと調和

（常設北浜テ

プも年々進み

 

成に向けた整

なる八軒家浜

した。 

ォーク完成

之島にぎわい

橋～天神橋）

たな水辺拠点

【H27/201

ﾞが新たな水

の遊歩空間整

と水都大阪パ

季折々を楽し

きをスター

時期の3月末

島公園でのバ

みに来られる

水都の涼を楽

ＫＡ天の川伝

期間、我々水

とんぼりリバ

タ、ミナ！

イベントが連

た。 

この 10 年 

市街地から背

水辺の環境が

和した空間づ

テラス等）や

み、東京にも

整備内容】

浜等の水辺拠

【H24/ 2012

いの森づくり

の遊歩道と

点が完成 【

15】 

水辺拠点とし

整備中 【H

パートナーズ

しむ水都大阪

トとして、「

末からの大川

バラ開花とイ

る。 

楽しみ、約 5

伝説（約 4～5

水都大阪パー

バーウォーク

3 

キタ！フェス

連携企画され

背を向けた都

が改善されま

づくりも進み

や新たなシン

もない美しい

拠点を始めと

】 

りの一環とし

と水辺緑化が

H26/2014】

て完成【H27

H27/2015 完成

ズの「2015 年

阪スタイルの

「常設川床北

川桜クルーズ

イベントに平

5 万個の「い

5万人）」、千

ートナーズと

中之島賑

スティバル水

れた結果、約

都市の裏側で

ました。川の

みました。河

ンボル空間も

い水都の夜間

として、この

して推進して

が完成 【H2

※ 暫定 OP

7/2015】※

成予定】 

年から 2016 年

の定着等】

北浜テラスの川

ズ（毎年約2万

平日 1 万人、

いのり星®」

千数回を超え

しては、中

賑わいの森 

水都大阪２０

約 205 万人も

であった

両岸に

河川空間

創出さ

間景観が

の数年では下

てきた水辺拠

25、Ｈ26】 

EN 

暫定 OPEN 

年への

川床開

万人）、

土日 2

を放流

える「天

之島公

難

本

常

０１５、大阪

もの府民、市

下記のような

拠点が完成【

難波橋周辺のラ

本町ＢＡＳＥ 

常設川床 北浜テ

天神祭  

阪大発見）を

市民の方々が

新たな水辺

H25/2013】

イトアップ 

テラス  

を

が



 

園での

ンマー

でもら

の食・

開催、

大阪の

した。 

③冬：11

ネッサ

います

 

【水の回廊

このよう

上や賑わい創

グラムの公募

者とも連携

ます。 

 

（参考：水都

嘗ての大阪で

船を繰りだ

右図は江戸時

 

 【3 年間の

 第 6回水

得ました。活

実験から定着

 

（１）水辺

 

１）中之島公

・平成 27 年

長期開催

ウハウを蓄

・9月～10 月

かカンヴァ

６６００人

 

水辺に面し

ケット等を

う。9 月～1

アート・ヨ

ナイトクル

涼を楽しむ

月末からは

ンス」等賑わ

。 

廊での新たな

に、水の回廊

創出を進めて

募を通して、

してナイト

都のイメージ

では夕涼み時

し、食や舟遊

時代の天満橋

の成果と課題

と光のまちづ

活動スター

着へ）につい

の拠点づく

公園エリア

年度は中之島

を実現し、そ

蓄積できまし

月には水都大

ァス」「中之

人の方に利用

たオープン

企画開催、

10 月には水

ガ等、市民

ーズも共同

プログラム

は冬の風物詩

わいのプログ

なビジネスモ

廊を中心とし

ています。な

、新たなビジ

クルーズ等の

ジの一つ） 

時には、大川

遊びを楽しん

橋～天神橋の

題と共に 28 年

づくり推進会

トから 3年間

いて簡単に紹

り～中之島の

「水辺のまち

島公園の公共

その結果と

した。 

大阪フェスを

島のっと」

用していただ

テラス、グ

夕涼みを楽

水都大阪フェ

プログラム

企画する等

を提供して

詩「OSAKA 光

グラムにつな

モデルや市民

した水辺空間

なお、集客イ

ジネスモデル

の共同企画や

川の水辺に多

んだ時代があ

の風景 

年度の取り組

会議にて、下

間の成果と課

紹介します。

の東西のシン

ち遊び等、賑

共空間の継続

して収益面や

を開催、近畿

とも連携を行

だき船の利用

4 

リー

しん

スで

等を

水都

きま

光のル

ないで 

民プログラム

間活性化事業

イベントの実

ルや市民プロ

や船着場での

多くの

ある。

組みについて

下記概要を報

課題と共に、

 

ンボル拠点：

賑わい増進の

続的な占用に

や日常の賑わ

畿地方整備局

行いました。

用機会の創出

ムの構築】

業等、水都大

実施にあたっ

ログラムの構

の係留実験等

て】 

報告、平成 2

最終年次と

：中之島公園

の取り組み等

より、オープ

わい面で一定

局主催の「ミ

。併せて、ナ

出を通じて、

市役

大阪の特色を

っては、民間

構築につなげ

等、水辺の賑

8年度にむけ

なる平成 28

園・周辺及び

等」 

プンテラスや

定の目処が立

ズベリング

ナイトクルー

舟運の活性化

役所前グリーン

を活かした水

間企業や市民

げるとともに

賑わいの創出

けての基本方

8年度の取組

び、中之島Ｇ

やグリーンマ

立ち、公共空

グ世界会議」

ーズも実施し

化にも取り組

ンマーケット 

水辺の魅力向

民からのプロ

に、舟運事業

出を図ってい

方針の了承を

組方針（社会

ＧＡＴE ～

マーケットの

空間活用のノ

や、「おおさ

しました。約

組ました。

ロ

業

い

を

会

の

ノ

さ

約



 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 28 年

画も得て、

様々な形のオ

 

２）中之島

リアでの海

 

・平成 27 年

ぶりです。な

売り上げは

・大阪の水辺

等に掲載

ができま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成２８年

ケット社

土佐堀沿いの

中之島漁港

年度は公園の

中之島公園の

オープンテラ

ＧＡＴＥ「

の駅、川の駅

年度の中之島

なお、集客は

目標 2.4 億円

辺の定番商品

され、また、

した。 

年度の取り組

との協議を進

のオープンテラス

港・みなと食堂

の継続的な活

の賑わいの総

ラス等ができ

中之島漁港、

駅化の推進支

島漁港・みな

は目標 12 万人

円／年にたい

品として、積

、多数の国内

組みについて

進め、事業者

ス 水都大

と掲載されたガ

活用による賑

総合プロデュ

き、ナイトク

、中之島みな

支援等」 

なと食堂の実

人／年に対し

いして、実績

積極的なプロ

内外のメディ

ては、漁港

者の追加投資

大阪フェスとメガ

ガイドブック等

5 

賑わいの定常化

ュースと検証

クルーズも昨

なと食堂を核

実績は、来場者

して、実績が

績が 2.2 億円

ロモーション

ィアに取上げ

・みなと食堂

資の条件整備

ガアート 水都大

（く

化を進めなが

証を進めてい

昨年同様、運

核とした賑わ

者・売上げと

が 14.4 万人／

円／9ヶ月（

ンを進めた結

げられ、中之

堂の運営事業

備が整い、中

大阪フェスと芝

うそうのしま）

中之島ＧＡＴＥ

がら、公園エ

いきます。土

運航できれば

わい創出等と

とも、当初設

／9ヶ月（H2

H27.4～12 実

結果、フラン

之島ＧＡＴＥ

業者であるフ

中之島漁港・

芝生広場 

 

Ｅ／イベントスペ

エリア周辺の

土佐堀沿いに

ばという思い

と共に中之島

設定の目標を

27.4～12 実績

実績）です。

ンスの旅行ガ

Ｅの魅力を発

フィッシャー

・みなと食堂

ナイトクルー

ペースと海フェ

 

の事業者の参

に涼を楽しむ

です。 

島ＧＡＴＥエ

を上回る盛況

績）。 また、

 

ガイドブック

発信すること

ーマンズマー

堂のリニュー

ズ 

ス開催等 

参

む

エ

況 

 

ク

と

ー

ー



 

アルオ－

た検証の継

【中之島の東⻄
３年間の取組
【成果と課題】
１．公共空間
 （ 2 ⼤拠点
 ①中之島公
②中之島 G

２．国内外か
⽔都発信が

【課題】 
①⺠間事業投
②事業者拡充
③海の駅申請

携 
 

３）水の回廊

 

・平成 27 年

区域指定、所

いても、地先

した。 

・平成 28 年

 

 

 

 

 

 

（２）舟運

整備等 

・平成 27 年

造成協議会

・小型船等

運の活性化

・平成 28 年

ウンドへの対

を目指します

本町橋 BASE

プンを予定

継続等が課題

⻄のシンボル拠
組結果と課題 
】 
間での利活⽤の
点の賑わいと⺠

公園：オープンテ
GATE：インフラ
からの評価：全
ができた 

投資のための利
充 
請（福島区側

廊における公

年度は、昨年

所謂準則特

先利用（川床

年度も、これ

の活性化「水

年度は、舟運

を設置し、課

を活用して、

に取り組みま

年度は、水辺

対応に加えて

す。 

E オープニング記念事

しています。

題です。 

拠点の形成：

の社会実験と
⺠間投資＆回
テラス＆グリーン
ラ投資＆事業
全国からの視察

利⽤期間の確保

側）とエリアとし

公共空間の手

年５月に開設

区を目標と

床等）の可能

れらの取り組

水の回廊をめ

運活性化を進

課題や取組み

、水辺のイベ

ました。 

辺拠点の一つ

て、小型船の

事業(⼤阪城・ご座船

。引き続き、

中之島公園・

定着 
収モデルの実践
ンマーケット等

業者投資 
察受⼊、国内

保 

て賑わいの周

手続きの簡便

設した本町橋

した拠点の利

能性の検証を

組みを進め、

めぐるクルー

進めるにあた

みを整理した

ベント開催に

において多

の一時係留を

船） オープ

6 

、中之島ＧＡ

・周辺及び、中
平成

践）

内外に

辺連

１．中
①公共

発展
②賑わ
③⽔陸
２．中
①中之
②中之
全体の
③イン

便化や民間投

ＢＡＳＥや大

利活用や検証

を進め、本町

水の回廊の公

ーズや観光商

り、舟運事業

た船運活性化

に併せたナイ

言語対応のチ

を進め、小型

プニング記念事業(地

ＡＴＥのさら

中之島ＧＡＴ
28 年度取組
中之島公園
共空間の継続
展的継続と賑
わいの総合プロ
陸をつなぐ⾈運
中之島 GATE
之島漁港・中之
之島 GATE(
の賑わい創出等
ンナーベイマーケ

投資の促進等

大阪城港周辺

証を行いまし

町橋付近にお

公共空間の利

商品の創出等

業者など関係

化のロードマ

イトクルーズ

チケット販売

型船の本格的

地元⼩学校の参加

らなる魅力創

Ｅ】 
組み（社会実験
（市役所前＋
続的活⽤（⽔
わいの定常化

ロデュースと検証
運と連動した賑
E エリア 
之島みなと⾷堂
福島区側）海
等 
ケットリゾートに

等 

辺において、

した。その他

おいて、川床

利用促進が進

等、国内外か

係機関の参画

マップの作成

ズや拠点を結

売カウンター

的な活用が可

加） ⽔の回廊

創造と、恒久

験から定着へ）
中之島公園等

⽔辺のまちあそ
化等） 
証 

賑わいづくり 

堂のリニューアル
海の駅申請と連

向けた将来像
（202

都市・地域

他の水の回廊

床の社会実験

進めばと考え

から観光客が

画を得て、水

成等を進めて

結ぶクルーズ

ー設置の検討

可能なターミ

廊と地先利⽤の促進

久利用に向け

 
等） 
び/フェス等の

ルオープン  
連動した地域

像の検証  
20 年以降）

域再生等利用

廊の地域にお

験を実施しま

えます。 

が訪れる環境

水辺観光商品

きました。

ズ企画等、舟

討等のインバ

ミナルの創出

進 

け

用

お

ま

境

品

舟

バ

出



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・船が行き交

ルーズの企

ることが難

府民・市民

んでいただ

・舟運の活性

西軸を船が行

【⽔の回廊（そ
3 年間の成果
【成果】 
１．⽔都の⾵

と検証：ナ
等） 

２．係留シス
＆ノース・B

【課題】 
１．船のある
 ・ナイトクルー
 ・ユーザー⽬
２．係留実験
 ・⼀時係留の
 

（３）プロ

応（イ

・平成 27 年

目標に取

・フェイスブ

新規定期観光船就

係留社会実験（⼤

交う風景づく

画に注力す

しい場合も多

と共に、観光

け、大阪の魅

性化について

行き交う風景

その他、拠点
果と課題 

⾵景づくりと様
ナイト＆ディナー

ステム始動（6
BANKS 等 

⾵景づくりと、定
ーズ等企画や拠
線の利便性の

験の更なる検証
の弾⼒的運⽤

モーション

ンバウンドの

年度は水都の

り組んできま

ブックなどに

就航（⼤阪城御座船

⼤阪城ハーバー） 

くりとして、

ると共に、小

多い等の理由

光客も参加で

魅力発信につ

てはプロモー

景づくりに取

１７拠点）と

々な⾈運コンテ
ークルーズ、⼩

6 拠点）：⼤

定着させる仕組
拠点同⼠の連
の向上や魅⼒伝
証 

⽤や船着き場の

： 質の追求

の水辺への取

のブランディ

ました。 

による情報発

船） レストランクル

ナイトクルーズ運

中規模の船

小型船の運航

由から、関係

できる船を活

つながるプロ

ーションも含

取り組んで行

⾈運活性化】

テンツの増加
⼩型船、⽔上ス

⼤阪城・GATE

組み・企画等
連携強化等 

伝達等 

のターミナル化

求（水都大阪

取り込み）

ィング化とイ

発信に加え、

ルーズ運航（ふれあいの岸

運航（中之島公園） 

7 

船（旅客定員

航事業者の多

係機関と連携

活用した水上

ロモーション

含め、これま

行く予定です

】 
平成

（実験
スポーツ

サウス

【⾈
１．
 ・タ
・多

２．
 ・イ
 ・船
 ・⽔
【⽔
１．
等
 

阪のブランデ

インバウンド

画像で水都

係留社会の岸辺）

員 13 名～99 名

多くは、単独

携した共同運

上パレードの

ンと連動した

まであまり取

す。 

成 28 年度取組
運の活性化】
⾈運活性化

ターミナル化社
多⾔語対応の

船が⾏き交う
インバウンドの受
船が⾏き交う⾵
⽔上イベントの
の回廊の活性
地先利⽤⽀

ディング化）

ドの水辺への

都のイメージ

（＊）大阪市内・

会実験に伴う⼩型船

名）を活用し

独でクルーズ

運航体制の構

の企画・実施

たイベントに

取り組めてい

組み 

化のための社会実
会実験 
⾈運案内（案

う⾵景づくり 
受⽫としての中
⾵景づくりとして
の開催 
性化】 
⽀援(⼤阪城港

＋量の対

の取込みを

ジをより発

・稼働観光船一覧

船定期運航  

したインバウ

ズ企画を継続

構築と運用を

施予定。多く

にしたいと考

いなかった水

実験の実施 

案内板）の作

中型船の活⽤ 
ての⼩型船の活

港周辺、本町

（  ）内はＨ２７

ナイトクルーズ運航

多⾔語と QR ト

ウンド向けク

続的に実施す

目指します。

くの方が楽し

考えます。 

水の回廊、東

作成 等 

活⽤ 

町橋 BASE)

増船数。 

（⽔晶橋桟橋） 

トランスレイター

ク 

す

。 

し



 

信できる

ました。 

・また、水都

ナイトクル

する事も実

今後のイ

・さらには、

タイの雑誌

・水都大阪

世界の水

約 1080 名

く発信し

・平成 28 年

るコンテ

・また、コ

のイメージ発

【⽔都⼤阪の魅
3 年間の成果
【成果】 
１．国内外メ
 ①新しい⼤阪

報を発信
創刊)に中之
刊号（２⽉
特集の掲載

２．WEB・S
 ①国内外で
 ②インバウン

等 
３．年間プロ
  ①⽔辺の定
４．⽔都⼤阪
 ①ミズベリング
 ②世界河川
【課題】 
１．⽔都⼤阪
①⽔都のイメー
②夜景の魅⼒
２．インバウン

「インスタグ

都の夜の魅力

ルーズの企画

実施しまし

ンバウンドの

、海外での情

誌において水

２０１５の連

辺都市のキー

名が参加を頂

ました。 

年度は、水都

ンツ作り、素

ンテンツや素

発信を進めま

魅⼒発信、プ
果と課題 

メディア掲載 
阪の魅⼒として

（フランス語圏
之島公園等の
⽉創刊）等、
載等） 
SNS の有効活
での⼝コミの伝播
ンド等への魅⼒

ログラム認知 
定常イベントとし
阪 2015 連携
グ世界会議の

川プロモーション

阪のブランディン
ージ発信（夜

⼒：ナイトクルー
ンドの取り込み

グラムやユー

力発信につな

画実施。その

た。なお、利

の水辺への取

情報発信にも

水都大阪の情

連携企画とし

ーマンが集る

頂き、盛況で

都大阪のイメ

素材収集を行

素材について

ます。 

プロモーション：

て国内外ガイド
：旅⾏ガイド「
の初掲載。また
⽔の回廊中⼼

活⽤ 
播。スマホに対
発信のため新

してメディア等の
携企画 
の開催（延べ 1
ン会議の開催 

ングの強化 
夜景・船の⾏き交
ーズの造成、S

みのための官⺠

ーチューブ」

ながるよう、

の際、インバ

利用客のうち

取り込みに向

も努めた結果

情報を掲載す

して、国が主

るシンポジウ

でした。世界

ージアップ

行い、ポスタ

ては大阪観光

質の追求（ブ

ドブックで⽔都⼤
「Petit Fête」(
た、中国：「在
⼼の⽔都⼤阪

対応した情報発
新たに Instagr

の認知が向上

1080 ⼈参加

交う⾵景等）
SNS キャンペー
プロモーション強

8 

を活用等、

大阪魅力満

バウンド向け

ち、インバウ

向け、成果を

果、フランス

することがで

主催のミズベ

ウムの開催

河川プロモー

プ、情報発信

ーなどの媒体

光局とも共有

ブランディング化
平

⼤阪の情
(22 年前

在⽇本」創
阪に関する

発信 
ram 活⽤

加） 

 
ーン実施 
強化 

【
１
作
①

②
外
２
①
②

３
①
連

ブランディ

満喫キャンペ

けに５言語で

ウンドが３割

を残すことが

ス語圏旅行雑

できました。

ベリング世界

（パリ、サン

ーション会議

の拡大・効率

体を使いなが

有し、インス

化）+量の対応
平成 28 年度取
情報のイメージ

１．⽔都⼤阪
作成 
①定常的に使

ラシ等活⽤
②世界河川プ
外メディアに対す
２．観光局との
①コンテンツ、素
②⽔都のイメー

による連携
３．ミズベリング
①ミズベリング⼤
連携事業の実施

平成 2

ング化に取

ペーンを活用

で見どころを

割を占めるな

ができました

雑誌や中国、

 

界会議を誘致

ンアントニオ

議も同時に開

率化を進める

がら定常的な

スタグラム等

応（インバウンド
取組み 
ジ化、発信の拡

阪イメージ構築の

使⽤できるコンテ

プロモーション会
する⽔都⼤阪の
の連携強化 
素材の共有化 
ージ構築のため

グとの連携 
⼤阪会議、ミズ
施 

7 年度 ミズベリン

取組み

用した

を発信

など、

た。 

 

致。 

オ、バンコク

開催し、水都

るため、魅力

な情報発信を

等を活用しな

ドの⽔辺への取

拡⼤・効率化】
のための PR

テンツの作成と

会議招聘メディ
のプロモーション

めのInstagram

ズベリング世界

旅⾏ガイド「Pe

ング世界会議 

ク、大阪等）、

都の魅力を広

力発信に資す

を進めます。

ながら、水都

取り込み）】

】 
コンテンツの

とポスター・チ

ィア等、国内
ンの継続 

m（画像）

界会議に続く

etit Fête」の掲載

、

広

す

 

都



 

（４）総括

度の取

当初掲

いところ

ような、

くりに邁進

【⽔都⼤阪
【成果】 
１．全国初

（経済界
２．国内外

等視察な
３．公共

開） 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

として、水都

り組み方針 

げた目標や

はあります

これまでの成

進します。 

阪の推進体制

初の官⺠推進
界、府市都市
外からの評価
など、⽔都⼤阪

共空間活⽤の事

     

都大阪パー

これまでの

が、一定成果

成果や課題を

（推進会議＋

進体制の構築 
市魅⼒戦略の⼀
（全国の⾏政
阪を発信） 
事業モデル（

     

（第 6 回

トナーズ ３

３年間の取り

果も出つつあ

を踏まえ、次

＋パートナーズ

⼀体推進）
政機関、⺠間事

（社会実験か

     

回 ⽔と光のま

9 

３年間（平成

り組みを簡単

ある事業もあ

次の水都の取

＋オーソリティ）

事業者

からの展

【課
１．

及
２．

３．

     

まちづくり推進

成 25～27 年度

単に図にまと

あります。最

取り組みに繋

）】 
題】 
⺠間投資の

及び、呼び込む
関係機関との

： 観光
パートナーズと

     

進会議資料よ

度）の取り組

とめました。

最終となる来

繋げていける

内容や規模に
む⼿法の開発 
の連携や役割
光局等とプロモ
とオーソリティの

     

より転載） 

組み結果と平

当初目標の

来年度は、下

るよう、さら

に応じた事業期

分担等 
モーションの連携
の役割を踏まえ

 

平成２８年

の達成は難し

下記の一覧の

らなる魅力づ

期間の確保 

携強化等  
えた連携強化

し

の

づ
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